
長期安定的な発電事業の実施に向けた事業計画 

京セラ TCL ソーラー合同会社では、FIT/FIP 制度の調達期間終了後も発電事業を継続する

ため、以下の事項について取り組み、今後も継続検討してまいります。 

1. 調達期間終了後における再投資や発電事業継続に関する事項

(1) 調達期間終了後の売電方法等（市場売電及び相対契約等）に関する検討を継続的に行い

ます。 

(2) 発電設備更新に関する検討を行います。

(3) 調達期間終了後の再投資計画等は、調達期間終了までに具体化する予定です。

以上のとおり、調達期間終了後も必要に応じて既設の設備更新等を実施し、発電事業を継続

する予定です。 

2. 地域社会との共生に向けた取組に関する事項

(1) 地域社会との共生に向けた取組等を今後も継続致します。

（ 「地域共生」参照）

(2) 当社が所有する発電所に関わる地域の皆さまと良好な関係を維持し、事業用地の確保等

に努めてまいります。 

3. 対象設備

(1) 福岡・飯塚第一メガソーラー発電所

https://www.tokyocentury.co.jp/kyoceratclsolar/#anc-symbiosis

